





















にて，日常の咀嚼リズムにて咀嚼を行わせた。咀嚼においては，第 1 ストロークおよび第 3 ストロー
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ケソウダラにジャガイモ澱粉，水，乾燥卵白を加え，摂氏 90 度で 40 分間加熱した，直径 2 cm，高さ
1 cm の円柱状の 3 種のモデルゲルが調製された。これが食感分析パネル 8 名（男女各 4 名）による官
能試験に供され，中切歯部での咬断に係る咀嚼第 1 ストローク，ならびに臼歯部での咀嚼に係る咀嚼
第 2 ストローク以降での「ぼそぼそ感」，および「嚥下時の飲み込みやすさ」が評価された。一方，健
常成人 5 名（うち男性 2 名）においては，上述の官能試験に加え，咀嚼から嚥下に至る過程の両側咬
筋ならびに舌側上筋群の表面筋電図が導出され，前歯部での咬断に係る咀嚼第 1 ストローク，臼歯部
での咀嚼に係る咀嚼第 3 ～ 7 ストローク，ならびに嚥下に関連する前後 2 期の活動期について，筋活
動の開始ならびに終了時点，活動持続時間，筋活動積分値などに基づく筋活動解析が実施された。さ
らにこれらに基づき，水産練り食品の「ぼそぼそ感」が咬断，咀嚼，嚥下の各段階における顎筋活動
に及ぼす影響が検討された。
本研究において，水産練り製品の「ぼそぼそ感」の強さは，官能試験において評価された「飲み込
みにくさ」，ならびに嚥下時の舌骨上筋群の筋活動時間と関連することが示された。この結果は，水産
練り食品の飲み込みやすさを評価する際に，嚥下時の舌骨上筋群の活動時間がその指標となりうるこ
とを示唆するものであり，今後の食品開発への嚥下筋電図の応用可能性を拓くものとして高く評価で
きる。また，歯学研究の手法を食品開発における製品の特性評価に応用した本研究は，歯学と食品科
学の融合領域における先駆的研究としても貴重である。よってこの研究を報じた本論文が，博士（歯学）
の学位に相応しいと判断する。
